
令和５年度高知県感染症対策連携協議会肝炎対策部会 議事要旨

１．日 時 ：令和６年１月 31 日（水）18：30～20：00

２．場 所 ：高知県庁地下第四会議室

３．出席者 ：部会員：５名中４名出席

健康対策課：４名

４．協議事項

（１）肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業の要綱の改正について

・肝がん外来医療に該当する医療行為の追加について

先行して既に改正をしている内容については継続しておこなう。

・対象月のカウントの緩和について

国の要綱が発出次第、県で要綱改正をおこなう。

（２）肝炎医療コーディネーターについて

・新規養成研修の開催頻度・方法について

新規養成研修を 2回開催する。web での開催を試みる。

・フォローアップ研修の参加促進ついて

研修案内時に個々の認定期間の記載をおこなう。

・院内勉強会等への支援について

治療医療機関となっている病院に、出前講座のような形で院内の勉強会や新人研修に

協力できる旨の周知を行う。施設内でのコーディネーターの役割や肝炎治療等につい

て理解を深めてもらう。

・コーディネーター活動の問題解決の糸口を見つける支援

相談や問題・意見を共有できる場を zoom を使用して設置。時間は 1時間程度で開催

回数や日時等は未定。

・他

肝炎医療コーディネーターフォローアップ研修会の案内時に、肝炎情報センターの

活動資材について周知を行う。

（３）インターフェロンフリー治療の研修会について

対象者を日本消化器病学会消化器病専門医であれば県の受講歴を問わないこととし、

３剤（ハーボニー・エプクルーサ・マヴィレット）まとめての研修会を毎年行う。

消化器病専門医に新規登録された医師や、転勤で来た医師に開催のお知らせが届く

よう通知に工夫を行う。



（４）第８期保健医療計画について

・検診受診（肝炎検査）の啓発について

効果的な啓発場所の一つとして、歯科診療所の待合場所でのポスター掲示等もよい

のではないか。

・職場検診のデータ把握等について

がんで行われている職場健診の既存調査のうち、規模の大きいところを対象に相談を

行う。また、協会けんぽにも協力依頼を行う。

（５）報告事項

・令和５年度の肝炎対策について

令和４年度までの肝炎治療受給者証交付状況、肝炎ウイルス検査件数、等を報告した。

・他

この先、B型肝炎が治る時代の到来を見据え、患者さんの HBs 抗原の時系列を追いた

い。

（６）質問について

・核酸アナログ受給者証更新時に添付する検査結果は、３年ごとに診断書が必要にな

るのか

県の要綱には定めていない。更新の申請方法を年によって変えることが難しいため、

現在は診断書でも検査結果でも問題がないこととしている。

以上をもって議事全てを終了、19 時 30 分に閉会。


